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昔と今の道具をくらべてみよう
いまむかし どう ぐ

私たちはくらしの中でいろいろな道具を使っています。昭和の初め頃（1930年ごろ）はどの
ような道具を使っていたのでしょう？ またどんなエネルギーを使っていたのでしょうか？

わたし なか どう ぐ つか しょう わ はじ ごろ ねん

どう ぐ つか つか

昔の洗たくは、たらいの中で、石けんをつけた洗
たく物を洗たく板のぎざぎざにこすりつけるよう
にして手で洗い、水気も手でしぼる重労働でした。
今では洗たく機で、洗たく・すすぎ・脱水・乾燥ま
で全部自動でできるようになり、洗たくは楽にな
りました。

昔は、熱い炭をはしでアイロンの中に入れて、そ
の炭の熱でしわを伸ばしていました。今のアイロ
ンは電気で熱くしています。

むかし せん なか せっ せん

もの せん いた

て あら みず け て じゅう ろう どう

いま せん き せん だっ すい かん そう

ぜん ぶ じ どう せん らく

むかし あつ すみ なか い

すみ ねつ の いま

でん き あつ

昔はかまどで料理をしていました。まきや炭で火
をおこすことから始め、料理中の火の調節には火
を吹いたりしなければならず、かまどで行う料理
は大変な仕事でした。今はスイッチひとつで火が
つき、火力の調節もかんたんにできるコンロにな
り、料理も楽になりました。

むかし りょう り すみ ひ

はじ りょう り ちゅう ひ ちょうせつ ひ

ふ おこな りょう り

たい へん し ごと いま ひ

か りょく ちょうせつ

りょう り らく

昔は火ばちを使い、炭を燃やした小さな火で寒さ
をしのいでいました。今は、ガスや石油のファン
ヒーター、床暖房などの暖房器具で部屋を暖め、
快適に過ごせます。

昔はおふろのある家はごくわずかで、ほとんどの
人は銭湯（おふろやさん）に通っていました。家に
あるおふろも、昭和の初め頃はまきでお湯を沸か
していました。今は、ガスなどの給湯器でお湯を
沸かし、スイッチひとつで自動でお風呂やシャ
ワーを使うことができます。

むかし ひ つか すみ も ちい ひ さむ
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せんひと とう かよ いえ
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わ じ どう ふ ろ

つか
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「火」と人間の歴史
ひ にん げん れき し

原
げん
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し

時
じ

代
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中
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世
せい
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近代～現代
きんだい げんだい

明
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あたたかさ

おいしさ

燃
ねん

料
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、炉
ろ

ろうそく あんどん ちょうちん

ガス灯
とう

いろり ガスコンロ

ガス
ストーブ

あぶら

だんろ

都市ガスの原料となる天然ガスは、燃やした時に
出る二酸化炭素（CO2）や光化学スモッグの原因
となる窒素酸化物（NOx）も少なく、ぜん息や酸
性雨の原因となる硫黄酸化物（SOx）は全くだし
ません。

『火』を利用するようになったのはおよそ80万年前～180万年前と言われています｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
人間は火山噴火や雷などで起こった火事でたまたま『火』のことを知り、その『火』を持ち帰って使いはじめたと考えられています。
『火』は動物から身を守り、暗い夜を照らし、寒い夜は体をあたため、食べ物を焼くことでおいしさを与えてくれます。そして人間
は、くらしになくてはならない『火』を自分たちの力で作ろうと考え、乾いた木と木をこすって『火』をつける“火起こし”という方法
を身につけました。

ひ り よう まん ねん まえ まん ねん まえ い

にん げん か ざん ふん か かみなり お か じ ひ し ひ も かえ つか かんが

ひ どう ぶつ み まも くら よる て さむ よる からだ た もの や あた にん げん

ひ じ ぶん ちから つく かんが かわ き き ひ ひ お ほう ほう

み

も

◆ものが燃えるためには

私たちの家庭で使われているガスは、原料の違いなどによって性質が違います。現在、日本
では7種類の都市ガスとプロパンガスが使われています。都市ガスのほとんどは、天然ガス
から作られています。

し

わたし か てい つか げんりょう ちが せい しつ ちが げん ざい に ほん

しゅ るい と つか と し てん ねん
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◆日
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本
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り

用
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み…燃
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料
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はどのように変
か

わったでしょうか？

てん ねん もや とき

で

と し げん りょう

こう か がく げん いん

そくすく さん

せい まったぶつかさんおうい

ぶつかさん

かさん そたんに

そちっ

いんげんう

ランプ

まき 炭
すみ

しちりん

ものが燃えるということは、ものと酸素が結びついて熱
や光を出すことです。ガスは、十分な酸素があるときは、
青い炎で燃えます。これを完全燃焼といいます。しかし、
空気中の酸素が足りなくなると炎のいきおいがなくなり、
赤く長く伸び不完全燃焼になります。この不
完全燃焼は、有毒な一酸化炭素を出し非常に
危険です。小型湯沸器、ガスファンヒーター・
ガスストーブは、不完全燃焼を感知するとガ
スをストップします。

も さん そ むす ねつ

ひかり だ じゅうぶん さん そ

あお ほのお も かん ぜん ねん しょう

くう き ちゅう さん そ た ほのお

あか なが の ふ

かん ぜん ねん しょう

ふ かん ぜん ねん しょう

ゆう どく いっ さん か たん そ だ ひ じょう

き けん こ がた ゆ わかし き

ふ かん ぜん ねん しょう かん ち

たいまつ

火
ひ

ばち

都市ガス
と し

このように、昭和の初めの家庭では、家事のほとんどは人の手で行われていました。また家の中で使われる燃料の多くはまきや炭に頼っていました。現在私たちが使って
いる道具は、昔とは大きく姿を変え、ガスや電気などのエネルギーを使って簡単に動くものになっています。そのおかげで私たちの生活は豊かで快適なものになりました。

しょう わ はじ か てい か じ ひと て おこな いえ なか つか ねんりょう おお すみ たよ げん ざいわたし つか

どう ぐ むかし おお すがた か でん き つか かん たん うご わたし せい かつ ゆた かい てき

https://www.gas-kagakukan.com/
がすてなーに ガスの科学館　　　　　

https://www.gasmuseum.jp/
GAS MUSEUM がす資料館
　　　　

し　　りょう　かん

か　　  がく　 かん

（ガスミュージアム）

校外
学習施設

こう　がい

がく しゅう    し    せつ

（2023.9）
発行：東京ガス株式会社  次世代教育センター

https://www.tokyo-gas.co.jp/kids/https://www.tokyo-gas.co.jp/kids/
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東京のガス事業
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りに85基
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がともる

ガス灯
とう

のはじまり

1923年（大正12）の関東大
震災で、東京・横浜は大きな
損害を受けましたが、ガス
工場などの発火は1件もあ
りませんでした。また、ガス
管の被害も少なく、従業員
の死傷者もなかったため、
直ちに態勢を整え、必死の
復旧作業にあたりました。
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明治時代の東京郵便局の様子です。照明は、
ガスエンジンで発電した電気を使っていま
した。明治の頃からガスで電気をつくって
いました。

めい じ じ だい とうきょうゆうびんきょく よう す しょうめい
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か
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え
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当時のガス灯は、ガスが
弱く噴き出していると
ころに火を近づけて直
接点火するものでした。
そのため“点消方”とい
う職業の人が点火棒を
持って、夕方ガス灯をと
もし、朝その火を消して
いました。一人あたり50
～100本のガス灯を受
け持ち、街中を走り回っ
ていました。
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それまでの台所の多くは、土間で薪や炭を使
いしゃがんで煮炊きしていましたが、ガス器
具が利用できるようになると、立ったまま料
理ができるようになり、火の粉や灰が舞うこ
とのない近代的な台所に変わりました。

だい どころ おお ど ま まき すみ つか
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きん だいてき だいどころ か
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1945年（昭和20）8月15日、戦争は終わり
ましたが、焼け跡ではあちこちでガス管
が壊れ、ガスが漏れていました。そんな中、
全国のガス会社は、ガス管を掘り起こし
て修理を開始、食べるものも満足になく、
修理のための材料も不足していました
が、ガレキの中で一生懸命、作業にあたり、
ガスを復旧させました。
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戦争の焼け跡での復旧作業（ガスミュージアム壁画）
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明治の初め、東京のガス事業は東京府（今
の東京都）が行っていましたが、1885年（明
治18）民間の企業である東京ガスが誕生し
ました。創立者は渋沢栄一です。
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天保11年2月13日【旧暦】（1840年3月16日）
てん ぽう ねん がつ にち きゅうれき ねん がつ にち

埼玉県深谷市生まれ。
さい たま けん ふか や し う

江戸幕府最後の（15代）将軍・徳川慶喜
に仕える。その後、明治政府の大蔵官僚を経て日本最初の銀行
の頭取になる。500～600以上の会社設立に関わり、「日本資本
主義の父」といわれています。国際親善にも力をつくしました。
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ろうそく
40ルクス

ガスマントル灯
とう

280ルクス

ガス灯の「あかり」から始まったガスは、「料理」「暖房」「お湯」「冷房」「電気」のエネルギーとして、長い間人々のくらしを支えています。 
とう はじ りょう り だん ぼう ゆ れい ぼう でん き なが あいだひと びと ささ

創
そう

業
ぎょう

時
じ

の東
とう

京
きょう

ガス（現
げん

・浜
はま

松
はつ

町
ちょう

）

あ
た
た
か
さ

・

お
い
し
さ

ガスマントルとは、網袋に発光剤を浸みこませ
たもので、ガスの炎にかぶせると、ろうそくに比
べて明るさが7倍になりました。青白い光となっ
た炎の色が好まれて、家庭でも使われるように
なりました。
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1872年（明治5）横浜で日
本初のガス事業がフラン
ス人のアンリ・プレグラン
指導のもと高島嘉右衛門
によってはじまり、現在の
馬車道通りに街灯として
ガス灯がともりました。
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ほん はつ じ ぎょう

じん

し どう たか しま か え も ん

げん ざい

ば しゃ みち どお がい とう

とう

明治の終わりから大正・昭和の時
代に入ると熱としてガスを使う
様々なガス器具が作られました。

めい じ お たい しょう しょう わ じ

だい はい ねつ つか

さま ざま き ぐ つ く

こんなガス器
き

具
ぐ

もありました

洗
せ ん

面
め ん

用
よ う

ガス湯
ゆ

沸
わかし

器
き

食
しょく

パン焼
や

き器
き

ガスアイロン

七
し ち

輪
り ん

（ガスコンロ） 第
だい

一
いっ

回
かい

内
ない

国
こく

勧
かん

業
ぎょう

博
はく

覧
らん

会
かい

での「花
はな

ガス」

明治初期から大正時代までは、
ガスの炎で花や旗、文字などを
形づくり、宣伝のための看板な
どに使われていました。

めい じ しょ き たいしょう じ だい

かたち せん でん か ん ば ん

つか

ほのお はな はた も じ

ガスがもたらした近
きん

代
だい

的
てき

な台
だい

所
どころ

ガスのネオン「花ガス」
はな

ガスとくらしの歴史ガスとくらしの歴史

ガスファン
ヒーター
誕生

1971年（昭和46）
ねん しょう わ

新
しん

宿
じゅく

新
しん

都
と

心
しん

でガスによる
地
ち

域
いき

冷
れい

暖
だん

房
ぼう

開
かい

始
し

1980年
ねん

（昭
しょう

和
わ

55）

ガス
ファンヒーター

ねん

1976年（昭
しょう

和
わ

51）
ガス温水システム（TES）販売開始

ガスで作ったお湯を給湯、床暖房、浴室暖房など住
まい全体に使うシステムです。

おん すい はん ばい かい し

つく ゆ きゅうとう ゆか だん ぼう よく しつ だん ぼう す

ぜん たい つか

2017年
ねん

（平
へい

成
せい

29）
ガス小売り全面自由化
ご家庭でもこれまでの
ガス会社だけでなく、
様々なガス会社の中か
ら自由に選べるように
なりました。

こ う ぜん めん じ ゆう か

か てい

かい しゃ

かい しゃ なかさま ざま

じ ゆう えら

みんなのおうちや病院、工場で二酸化炭素の発生の少ない燃料電池、太陽光発電や風力発電などの自然エネルギーを使って電気を
作り、足りないところに分け合いながらみんなで使う、地球温暖化を防ぐ新しいネットワークづくりの取り組みがすすめられています。

びょう つかいん こうじょう に さん か たん そ はっ せい すく ねんりょうでん ち たい よう こう はつ でん ふうりょくはつ でん し ぜん でん き

つく た わ あ つか ち きゅうおんだん か ふせ あたら と く

スマートエネルギーネットワーク

並
なら

んでも欲
ほ

しかった炊
すい

飯
はん

器
き

と小
こ

型
がた

湯
ゆ

沸
わかし

器
き

1957年
ねん

（昭
しょう

和
わ

32） 1965年
ねん

（昭
しょう

和
わ

40）

ガス風
ふ

呂
ろ

釜
がま

1998年
ねん

（平
へい

成
せい

10年
ねん

）
長野オリンピック・
パラリンピック開催

なが の

かい さい

1953年
ねん

（昭
しょう

和
わ

28年
ねん

）
テレビ放

ほう

送
そう

開
かい

始
し

1964年
ねん

(昭
しょう

和
わ

39年
ねん

)
東海道新幹線開業／東京オリンピック・
 パラリンピック開催

とう かい どう しん かん せん かいぎょう とうきょう

かい さい

1970年
ねん

（昭
しょう

和
わ

45年
ねん

）
大
おお

阪
さか

で万
ばん

博
ぱく

開
かい

催
さい

1973年
ねん

（昭
しょう

和
わ

48年
ねん

）
オイルショック

1995年
ねん

（平
へい

成
せい

7年
ねん

）
阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路大震災発生
じ だい しん さい はっ せい

1991年
ねん

（平
へい

成
せい

3年
ねん

）
都
と

庁
ちょう

が新
しん

宿
じゅく

に移
い

転
てん

2002年
ねん

（平
へい

成
せい

14年
ねん

）
日
にっ

韓
かん

共
きょう

催
さい

サッカーW杯
はい

開
かい

催
さい

1997年
ねん

（平
へい

成
せい

9年
ねん

）
地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

防
ぼう

止
し

のための
会
かい

議
ぎ

が京
きょう

都
と

で開
かい

催
さい

2011年
ねん

（平
へい

成
せい

23年
ねん

）
東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

発
はっ

生
せい

2017年
ねん

（平
へい

成
せい

29年
ねん

）
ガス小売全面自由化

こ うり ぜん めん じ ゆう か

2016年
ねん

（平
へい

成
せい

28年
ねん

）
電力小売全面自由化
でん りょく こ うり ぜん めん じ ゆう か

2021年
ねん

（令和3年
れい わ ねん

）
東京オリンピック・
パラリンピック開催

とうきょう

かい さい

2005年(平成17)、都市ガスから取り出した水素と空
気中の酸素で電気とお湯をつくる家庭用燃料電池
が世界で初めて首相公邸に設置されました。地球温
暖化を防止する切り札として注目を集めました。

ねん へい せい と とし り すい そ く う

き ちゅう さん そ でん き ゆ か てい よう ねんりょうでん ち

せ かい はじ しゅしょうこう てい せっ ち ち きゅう おん

だん か ぼう し き ふだ ちゅうもく あつ

家
か

庭
てい

用
よう

燃
ねん

料
りょう

電
でん

池
ち

の登
とう

場
じょう

発
はつ

電
でん

でも活
かつ

躍
やく

する天
てん

然
ねん

ガス

便べ
ん

利り

さ

・

豊ゆ
た

か
さ

昭
しょう

和
わ

30～50年
ねん

頃
ごろ

のキッチンとお風
ふ

呂
ろ

1973年（昭和48）のオイルショック※や日本国内での公害問題に
対応するため、全国のガス会社で都市ガスの原料を環境に優しい
天然ガスに変更する作業が行われました。変更にあたっては
一軒ずつご訪問してガス器具の調整を行う熱量変更作業も
行われました。

ねん しょう わ に ほ ん こ く な い こ う が い も ん だ い

た い お う ぜん こく かい しゃ と し かんきょう や さげんりょう

てん ねん へん こう へん こうさ ぎょう おこ

いっ けん ほう もん き ぐ ちょう せい おこな ねつ りょう へん こう さ ぎょう

おこな

※オイルショック：1973年（昭和48）、石油の主な産地である中東で戦争が
おこり、当時の都市ガスの原料だった石油が簡単に手に入らなくなりまし
た。こうした経験からガスをいつでもお届けできるようにガスの原料は天
然ガスへと変わっていきました。

ねん しょう わ せき ゆ おも さん ち ちゅうとう せん そう

とう じ と し げん りょう せき ゆ かん たん て はい

けい けん とど げんりょう てん

ねん か

天
てん

然
ねん

ガス切
き

り替
か

え作
さ

業
ぎょう

都
と

市
し

ガスの原
げん

料
りょう

が天
てん

然
ねん

ガスへ

2017年モデル
ねん

はじめは石
せき

炭
たん

や石
せき

油
ゆ

から作
つく

られたガスは今は天
てんいま

然
ねん

ガスを原
げん

料
りょう

とし、環
かん

境
きょう

に優
やさ

しいエネルギーとして注
ちゅう

目
もく

されています。

1965年
ねん

（昭
しょう

和
わ

40）

環か
ん

境き
ょ
う

へ
の
優や

さ

し
さ

じ どう すい はん き じ どう てん か

はん ばい かい し

だい

はん た

すい はん き

かく か てい ふ きゅう

ガス自動炊飯器、自動点火
コンロ販売開始

スイッチひとつでご飯が炊
ける炊飯器が大ブームとな
り、各家庭に普及しました。

ガス湯
ゆ

沸
わかし

器
き

給湯器や炊飯器、オーブンの登場で生活が便利に
きゅうとう き すい はん き とうじょう せい かつ べん り

石
せき

油
ゆ

を中
ちゅう

心
しん

に使
つか

っていた1960 年
ねん

代
だい

～1970 年
ねん

代
だい

安く大量に手に入る石油からガスを作るようになりました
やす たい りょう て はい せき ゆ つく

天
てん

然
ねん

ガスを使
つか

っている1980年
ねん

代
だい

～現
げん

在
ざい

　燃
も

やしたときに発
はっ

生
せい

する二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

（CO2）、硫
い

黄
おう

酸
さん

化
か

物
ぶつ

（SOx）、窒
ちっ

素
そ

酸
さん

化
か

物
ぶつ

（NOx）が石
せき

炭
たん

・石
せき

油
ゆ

より少
すく

ないクリーンな天
てん

然
ねん

ガスが現
げん

在
ざい

まで使
つか

われています

バランス型ふろ釜の販売開始

ガスの火を燃やした空気を直接外に出すふろ釜
が開発されると、公団住宅などをはじめ、広く普
及していきました。シャワーも使えるようになり、
それまで銭湯に通っていた生活が一変しました。

がた がま はん ばい かい し

ひ も くう き ちょく せつそと だ がま

かい はつ こう だんじゅうたく ひろ ふ

きゅう つ か

せ ん と う せ い か つ い っ ぺ んか よ

たんじょう

ガス湯沸器

戦前の湯沸器はまだ値段が高かったため、病院や理髪店
などで主に利用されていました。四角い形をした小型湯
沸器が登場してから、一般の家庭にも広まっていきました。

せん ぜん ゆ わかし き ね だん たか びょう いん り はつ てん

おも り よう し かく かたち こ がた ゆ

わかし き とう じょう いっ ぱん か てい ひろ

わかしゆ き

家庭用燃料電池
「エネファーム」販売開始

2009年
ねん

（平
へい

成
せい

21）
か てい よう ねんりょうでん ち

はん ばい かい し

コンロの全口に安全センサー
がつきました。

2008年
ねん

（平
へい

成
せい

20）
ぜん くち あん ぜん

1964年(昭和39)、戦後の日本が国際社会で活躍するシンボルとなった東京オリンピックや、その後
1998年(平成10)に開かれた長野オリンピックでは、ガスの炎が燃え続け選手たちを支えました。

ねん しょう わ せ ん ご に ほ ん こ く さ い し ゃ か い か つ や く と うきょう ご

ねん へ い せ い ひ ら な が の ほのお も つ づ せ ん し ゅ さ さ

東
とう

京
きょう

オリンピック 長
な が

野
の

オリンピック

《
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
す
る
ガ
ス
の
炎
》

とう きょう こく

りつ きょう ぎ じょう わ くに はつ

どうにゅう

東京オリンピックでは、国
立競技場に我が国初とな
るガスコージェネレーショ
ンシステム※が導入されま
した。

し でん き つく

どう じ はっ ねつ ゆう こう り ようせい

と
※ガスコージェネレーションシステム：都市ガスで電気を作り
同時に発生する熱を有効利用するシステム

か
つ
や
く

ほ
の
お

多くの火力発電所ではクリーンな天然ガスを燃やして
電気をつくっています。東日本大震災以降、発電における
天然ガスの占める割合が、さらに増えました。

おお か りょくはつ でん しょ てん ねん も

でん き ひがし に ほん だい しん さい い こう はつ でん

てん ねん し わり あい ふ

LNG

扇島パワーステーション
おうぎしま

発行：東京ガス株式会社  次世代教育センター
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